
演習問題Ａ 

6-A1 

物体の重心は中心軸上にあるため，中心軸上に x軸をとり，左端（O 点）から重心までの

距離を Gx とする。重力が鉛直下方向に働くとしてO 点回りの各力のモーメントを考えると， 
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Gx mm 

となる。 

したがって，重心は中心軸上の左端（O 点）から，x軸方向に 33.7 mm のところにある。 

 

6-A2 

 重心の x座標は，O 点回りの各力のモーメントを考えると， 
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Gx  mm 

となる。 

重心の y 座標は，同様に， 
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Gy  mm 

となる。 

 

6-A3 

 左半分の等分布力の重心は，その中央にあるため，この分布力と等価な集中力の位置は，

次式で表される。 
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 支点反力 AR と BR の大きさの和は，分布力と等価な集中力と等しくなるため， 

 FRR BA   

となる。また，O 点まわりの各力のモーメントを考えると， 

 FxRl FB   

の関係がある。 

 したがって，支点反力 AR と BR は， 

 FRA 4
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  ， FRB 4
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となる。 
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演習問題Ｂ 

6-B1(a) 

大きな円の中心と水平方向に x軸をとり，その中心から図心までの距離を Gx とする。重

力が鉛直下方向に働くとして中心点回りのモーメントを考えると， 
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Gx  mm 

となる。 

したがって，図心は大きな円の中心から，左方向に 4 mm のところにある。 

 

6-B1(b) 

図形の中心軸上に y 軸をとり，その下端（O 点）から図心までの鉛直方向の距離を Gy と

する。O 点回りのモーメントを考えると， 

 

 

 
40

2

6060
90120

70
2

6060
4590120








 









 


Gy  mm 

となる。 

したがって，図心は中心軸上の下端から 40 mm 上方のところにある。 

 

6-B2 

 ダムに働く合力は， 
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6-B3 

 円すい状物体の底面の中心をO 点とすると，円すい状物体の重心はO 点の上方 4/H の位

置，半球状物体の重心はO 点の下方 8/3R の位置にある。両者を合わせた重心位置がO 点よ

り下になければならないので， 
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が安定な状態となる条件となる。 

 なお， RH 3 のときに物体は中立の状態となる。 



 


